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東濤会だより
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「東濤会４７年を語る集い」・特集

《出席者そろっての記念撮影》

【６年ぶりの同期会。県内外から９６人が出席】
「東濤会４７年を語る集い」が９月１７日（月）、東根温泉の「花の湯ホテル」で開かれた。昭和３２年４月に入学し、３５年３月に卒業した山形東高１０回生の「東濤会」が発足して４７年。既に多くの会員が職場の第一線を退き、新たなライフスタイルをスタートさせている。およそ半世紀に及ぶ時の流れを振り返りながら、互いの近況などを語り合おうと、山形東濤会（秋葉建司会長）の有志が一年程前から実行委員会を組織して準備を進めてきた。東濤会としては「還暦記念同期会」以来、６年ぶりの同期会だったが、女性１１人を含め県内外から９６人が出席した。

【はじける笑顔、時を忘れて歓談】
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卒業してから初めての再会というケースも珍しくはない。まずは互いの健康や再会を喜び合い、高校時代のエピソードや思い出話で“半世紀前”の記憶を手繰り寄せながら盃やグラスを傾けた。会場いっぱいに笑顔がはじけ、時間の過ぎるのを忘れて旧交を温め合った。今回は「楽しくなければ同期会ではない」をモットーに、実行委員会がきめ細かな趣向を凝らし、会員有志による仕舞、謡曲で幕を開けたほか、女性コーラスや若いころ楽器を手にしていたメンバーによるバンド演奏も披露された。　　　　　　《写真》笑顔、笑顔、笑顔…の懇親会場
二次会はほぼ全員が参加して盛り上がり、別室に設けられた囲碁、マージャン会場では白熱の攻防が深夜まで続いた。さらに翌１８日（火）は「一晩だけではもの足りない」という要望に応え、親善ゴルフ大会や庄内地方への観光コースが組み込まれるなど、遠来組にとっても満足度の高い同期会となった。

　【観世流仕舞「高砂」と「難波」で祝福】
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「集い」は実行委員会の事務局長を務めた鈴木正朗君の司会で進められた。冒頭、物故者３７人に黙祷を捧げて冥福を祈った後、実行委員長の秋葉建司君、東濤会会長の佐藤章夫君、東京東濤会会長の畠山千蔭君が挨拶に立ち、それぞれ再会を喜ぶとともに、一層の親睦、交流を呼び掛けた

続いて紋付袴姿の佐藤章夫、鈴木展夫、松田博之、田中和一の４君が観世流仕舞を披露して「集い」の開催を祝した。曲目は「高砂」と「難波」。いずれも婚礼など祝賀の席でよく　　《写真》左から鈴木君、田中君、佐藤君、松田君
謡い舞われる。４君とも謡曲歴は２０年から４０年のキャリア。とりわけ佐藤、鈴木の両君は県内謡曲界の重鎮を占め、佐藤君が「高砂」、鈴木君が「難波」を舞った。　

【「濤謡会」の面々は小謡「猩々」を披露】
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次に登壇したのは「濤謡会」（兼子正克会長）の面々。山形東濤会の謡曲愛好会で、松田博之君に師事して毎月１回、例会を開いている。先の４君とは格が違うものの、この日は小謡「猩々」を披露して花を添えた。松田君の解説によると、能楽での「猩々」は秋の夜に良き友と、不老不死・百薬の長たる酒の効用を讃えるのが主題。「４７年を語る集い」には打って付けの一節という。

《写真》扇子を手に「猩々」を謡う濤謡会の諸君

【女性は１１人。コーラスも披露】
　女性はオーストラリア在住のグレゴリー（旧姓鶴我）明子さんをはじめ、東京から亀ケ谷（永田）修子さん、川井（川原）玲子さん、埼玉県新座市の木村（松沢）千恵子さん、横浜市の鈴木（後藤）和子さん、仙台市の佐藤（加藤）美津江さん、県内在住では山形市の鈴木（志田）敏子さん、土井順子さん、沼沢（伊藤）和子さん、南陽市の多勢（相沢）恵子さん、河北町の森（深川）倫子さんが出席した。

かつて各クラスで男性諸君の視線を一身に集め、まぶしく輝いていたマドンナさんたち。今も凛として輝き、高校時代と変わらない存在感を示した。懇親会では森さんの大正琴を伴奏にウェルナーの「野ばら」、ロシア民謡の「ともしび」を合唱してくれた。指揮を執った木村さんによると「ホテル到着後、早速、始めた練習は、とても初めてとは思えないほどの出来ばえ。みんなと声を合わせる喜びを感じ、張り切っていた。しかし、本番では音が届かなかったせいか伴奏とずれてしまった。不本意な出来で皆がっかりしていた」とか。
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とはいえ風格のハーモニーで会場を魅了し、一緒に口ずさむ男性も少なくなかった。木村さんと亀ヶ谷さんは東高OB・OGの「東京東音会合唱団」に加わり、定期演奏会にも出演しているという。

《写真》会場を魅了した女性合唱
【多彩な演出、バンド演奏も登場】
一通りの開会セレモニーを終えたところで懇親会に移った。「羽前の三山虚空を凌ぐ…」。校歌を斉唱した後、遠来の佐藤浩平君が乾杯の音頭をとった。
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懇親会を一層、盛り上げてくれたのが近藤元一君、園部稔君、山川茂君、武田俊章君、鈴木正朗君らのバンド演奏だ＝写真下＝。ウクレレの山川君とギターの園部君は山大工学部時代からのバンド仲間。今回の出演に向け現在施設訪問バンドで頑張っているハワイアンギターの近藤君とドラムの武田君、それにキーボードの鈴木君が加わって山形市相生町の高坂知勝君（千葉市・今回は欠席）の実家のホールで何度か練習したという。高坂君の父親は山形フィルハーモニーの生みの親でもあった。

音楽部ＯＢで合唱活動を続けている鈴木哲雄君と歌唱力に定評のある逸見誠治君がマイクを持って登場した。

演奏したのは「五月の雨」「岬めぐり」「北国の春」など。いずれも若いころに口ずさんだ懐かしい曲ばかり。還暦を数年も過ぎた東濤会のメンバーとは思えないほどの若々しいステージに、一曲ごと大きな拍手がおくられた。「銀座の恋の物語」では仲野隆一君と亀ケ谷修子さんのデュエットも飛び出し、フロアは一気に盛り上がった。

【２日目は庄内観光とゴルフ親善コンペ】
翌18日は希望者による鶴岡方面への観光とゴルフ親善コンペが行われた。観光には女性３人を含む２１人が参加した。東根温泉のホテル前から観光バスで出発し、新庄市経由で庄内町狩川の風車村、鶴岡市の羽黒山、映画「蝉しぐれ」オープンセット、松が岡開墾場などを回るコース。羽黒山では本堂でご祈祷、斎館では精進料理の昼食を取った。三井幸太郎君のプロ顔負けの含蓄あるガイドに感心しながら世界遺産登録を目指す出羽三山の歴史や藤沢周平の世界に触れるツアーを堪能した。帰路は月山道路を走り、西川町の設楽酒造で酒蔵などを見学した。

【岡部正美君が優勝・雨中の熱戦】
ゴルフ親善コンペは山形ゴルフ倶楽部（山辺町）で行われた。あいにくの小雨もようだったが、２７人が自慢の腕を競い合った。優勝したのはアウト４５、イン４３で周った岡部正美君。ハンディ１６・８でネット７１・２だった。ベストグロスは小川徳男君の８４（アウト４０、イン４４）。主な順位は次の通り。

②佐藤圭司君７３・０③桜井紀夫君７３・２④小川徳男君７４・４⑤細谷俊郎君７５・６

⑥江口惇男君⑦山川　茂君⑧武田　眞君⑨多田信吾君⑩浪岡嘉之君

【多数の礼状やメール】

実行委員会の幹事長を務めた鈴木正朗君のもとに手紙やハガキ、メールでの礼状が多数寄せられた。その一部を抜粋して紹介します。
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◎…このたびは大変にお世話に相成り、有難うございました。準備から実行まで数々のご苦労があったと思いますが、おかげをもって私どもは盛り上がった一次会・二次会（水準の高い囲碁の会を含む）はもとより、翌日の庄内・羽黒を巡る“バス研修”も大満足の旅でありました。

それにしても三井さんの興味や行動の幅の広さ、博識ぶりには驚嘆しました。

「東涛会だより」の発行も嬉しいことでした。心からお祝いを申し上げます。発刊すること自体大変なことですが、考え方や内容がまたしっかりしていて、ミニコミ紙の原型がここにあるといった感銘を受けたところです。　《写真》羽黒山での記念撮影　

小生ただいま東京同窓会報の編集を仰せつかっておりますが、情報の連携やネット化への対応などを含むご指導・ご支援をぜひともよろしくお願いいたします。ご関係の幹事の皆様にもよろしくお伝えくださいませ。まずは取り急ぎ御礼まで。（高橋　和靖）

◎…両日とも大変、感激の連続でした。有難うございました。正朗様の資料紛失などの失敗を演じて見せて、和やかな 雰囲気をかもし出すなどプロ級の司会でした。また観光組でも名脇役がそろい、楽しいバス旅行でした。三井様の「品格」をうかがわせる案内に、さらに隣席で秋葉建司様、井上茂様からわかり易い適切な追加説明があり、思い出深い一日となりました。厚く御礼申し上げます。（柏倉　　孝）

◎…東濤会の写真受け取りました。どうもありがとうございます。全員写真を眺め、今更ながら参集した人数の多さと、そして貴君をはじめお世話役になられた方々のご尽力に思いを至らせました。どうもご苦労様でした。皆様にはよろしくお伝えください。少し極端ですが、今回の東根行き以降、自分の何かが変ったような気がします。皆さんにお会いしてお話をしたためか、三山神社で御祓いをいただいたお陰か、一人で上杉神社を参拝し、美術館で尊敬する鷹山公の関連するものを見たためか良くわかりません。設楽酒造にお世話になったときには、お酒関連もさることながら、この空気、この光、この色、この風の音、自分が子供のころ感じたのはこれだったと思いました。私にとっては貴重な時間でした。ご企画に感謝しています。（佐藤　浩平）

◎…この度の東濤会同窓会では半世紀ぶりに多くの方々にお目にかかり、夢のように思っています。忘れかけていました同級生の方々との繋がりを再び身近なものに感じることが出来ましたこと、本当にうれしく思っています。多くの方々のお心のこもったお招きに心より感謝申し上げます。再び健やかにお会い出来ます日を心待ちにしております。（木村千恵子）

　◎…東濤会同窓会に出席させて頂き、多くの旧友の方々と話すことができました。帰りには鈴木さんのご配慮により村形さんのご子息に遠く山寺まで送って頂き、心よりお礼申し上げます。よろしくお伝え下さい。また、ご丁寧に「写真の名」をお送り下さいましてありがとうございます。遠くになりかけていた故郷がまた少し戻ってきたようです。お世話になりました。（川井玲子）

物故者

相原　　弘君、秋葉増夫君、秋山将博君（H13・8・6）、伊藤　慧君（H9・1・5）、

井上隆雄君（H11・1・31）、海老名隆蔵君、太田　繁君、朧気勝四郎君（H8・6・25）、

春日井恒一郎君（H16・8・16）、神尾賢一君、岸　正庸君、北浦啓一君（H19・3・9）、

木村昌夫君（H18・4・10）、草壁成義君（H19・3・25）、久連山利津子さん（H19・7・30）、

郡司　勉君（H10・2・8）、小関舜平君（14・11・13）、志賀幸男君（H6・9・18）、

設楽義典君（H4・8・25）、篠田紘一郎君（H6・9・1）、篠田良昭君（H10・10・26）、

清水弥栄治君（H6・6・5）、鈴木昭一君、鈴木充弘君（H18・1・19）、清野祐之君、

清野義明君（H7・5・26）、高橋盾雄君（H10・10・16）、高橋康雄君（H12・7・4）、

武田　洋君（H12・9・21）、田沢恒美君、土谷陽州君（H8・2・19）、長尾　明君（H9・11・7）、

藤田　成君、古瀬幸雄君、堀　和博君、結城恒夫君（H14・12・10）、渡辺博幸君
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発　行　東　濤　会


会　長　佐藤章夫
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